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〝
待
合
室
で
あ

い
ま
し
ょ
う
〞
な

ん
と
も
愛
ら
し
い

タ
イ
ト
ル
、
月
刊

保
団
連
１
月
号
の

特
集
で
あ
る
。
す
ぐ
に
連
想
す

る
の
が
往
年
の
名
歌
手
フ
ラ
ン

ク
永
井
の
ヒ
ッ
ト
曲
〝
有
楽
町

で
逢
い
ま
し
ょ
う
〞
１
９
５
７

年
だ
。
当
時
は
有
楽
町
そ
ご
う

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
と
し

て
も
使
わ
れ
た
。
地
方
の
人
々

は
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
有
楽

町
、
銀
座
に
思
い
を
は
せ
、
憧

れ
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
▼
待
合
室
は
、
私
た

ち
と
地
域
患
者
さ
ん
と
の
交
流

の
場
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
生
が
そ
こ
に
見

ら
れ
る
。
次
々
と
押
し
寄
せ
る

安
倍
暴
走
政
権
の
政
策
、
私
た

ち
は
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
た

ち
と
待
合
室
で
対
話
し
、
地
道

に
世
論
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
こ
の
「
待
合
室
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」、
発
想
は
関
西
発
で
あ

る
▼
も
う
一
つ
連
想
す
る
の
は

〝
夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う
〞
こ
れ

は
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
、
１
９

６
１
年
に
始
ま
っ
た
。
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
は
坂
本
ス
ミ
子
が
歌

い
、
中
村
八
大
作
曲
の
〝
上
を

向
い
て
歩
こ
う
〞
も
あ
る
。
テ

レ
ビ
が
普
及
し
た
の
は
現
天
皇

の
結
婚
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

あ
た
り
。
自
由
闊
達
、
真
剣
に

番
組
制
作
に
取
り
組
ん
だ
そ
う

だ
▼
昨
今
テ
レ
ビ
番
組
に
政
治

が
介
入
し
、
昨
年
の
総
選
挙
か

ら
各
局
に
変
化
が
出
て
き
た
と

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
が
指
摘

す
る
。
安
倍
政
権
に
な
り
Ｎ
Ｈ

Ｋ
会
長
や
委
員
の
暴
言
が
問
題

に
な
っ
て
き
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
操
作
し
て
政
治
統
制
を
か

け
る
手
法
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
や
大

日
本
帝
国
時
代
に
逆
戻
り
だ
。

さ
て
継
続
し
て
医
療
・
介
護
を

守
る
取
り
組
み
。
多
く
の
人
と

対
話
し
世
論
作
り
、
署
名
〝
待

合
室
で
あ
い
ま
し
ょ
う
〞（
無
）

会
員
Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名
４
０
０
筆
超
／
患
者
署
名
３
万
筆
超
に

会
員
Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名
４
０
０
筆
超
／
患
者
署
名
３
万
筆
超
に

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

県
化
、
混
合
診
療
全
面
解
禁
に

道
を
開
く
「
患
者
申
出
療
養
」

の
創
設
な
ど
。
さ
ら
に
、
厚
生

労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会
で

は
、
後
期
高
齢
者
の
患
者
負
担

２
割
化
や
漢
方
や
湿
布
薬
の
保

険
外
し
な
ど
、
い
っ
そ
う
の
患

者
負
担
増
が
検
討
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
患
者
負
担

増
の
中
止
を
求
め
る
院
長
署
名

の
「
私
の
ひ
と
こ
と
」
欄
に

は
、「
今
で
さ
え
自
己
負
担
を

減
ら
す
た
め
必
要
な
検
査
を
断

る
患
者
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
患
者
負
担
を
増

や
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」「
年

金
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い

と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
中
、
こ

れ
以
上
高
齢
者
に
負
担
を
か
け

る
の
は
や
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
な
ど
、
さ
ら
な
る
受
診
抑

制
を
懸
念
す
る
声
や
、「
社
会

保
障
を
抑
制
す
る
と
診
療
を
受

け
る
回
数
の
減
少
に
な
り
ま

第86回評議員会特別講演・講演録
「集団的自衛権が許されないわけ」

統一地方選 政策解説㊤「地域医療構想」

４～５面

歯科定例研究会より
新世代のCAD／CAMとメタルフリー修復

研
面
究 ６面

２面

許すな「医療保険改革法案」閣議決定

　

協
会
研
究
部
は
、
３
月
１
日

に
臨
床
医
学
講
座
を
協
会
会
議

室
で
開
催
し
、
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
な
ど
77

人
が
参
加
し
た
。

　

臨
床
医
学
講
座
は
、
最
新
の

医
学
・
医
療
を
１
日
か
け
て
集

中
的
に
学
ぶ
講
座
。
今
回
は

「
日
常
診
療
に
潜
む
救
急
、
急

変
の
危
険
を
見
抜
く
」
を
テ
ー

マ
に
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
救

急
総
合
内
科
教
授
の
岩
田
充
永

先
生
が
講
師
を
務
め
た
。

　

岩
田
先
生
は
、
医
療
訴
訟
の

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
「
高
齢
者

救
急―

急
変
予
防
と
対
応
」

「
救
急
外
来
で
の
危
険
な
一

言
」「
内
科
救
急
の
ポ
イ
ン

ト
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

い
る
。
原
発
の
速
や
か
な
廃

炉
と
除
染
が
求
め
ら
れ
る
。

　

震
災
関
連
死
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
ま
ず
生
活
の

基
盤
で
あ
る
住
宅
の
復
興
が

必
要
だ
。
ま
た
生
活
再
建
の

た
め
に
は
仕
事
が
必
要
だ
。

仕
事
や
住
居
が
な
い
た
め
、

被
災
県
か
ら
の
人
口
流
出
が

続
い
て
い
る
。

　

復
興
予
算
で
長
大
で
巨
大

な
防
波
堤
を
造
る
の
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
、
地
域
の
ま
ち
な
み

と
住
民
の
生
活
を
再
建
し
て

ほ
し
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し

た
兵
庫
県
民
と
し
て
の
願
い

で
あ
る
。
創
造
的
復
興
で
は

な
い
、「
人
間
の
復
興
」
を

求
め
て
、
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
た
い
。

す
。
治
る
病
気
も
『
治
せ
な

い
』
社
会
が
先
進
国
と
呼
べ
る

で
し
ょ
う
か
」「
こ
ど
も
の
貧

困
率
は
年
々
悪
化
し
、
相
対
的

貧
困
率
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
ワ
ー
ス

ト
５
と
い
う
格
差
社
会
の
日
本

で
、
こ
れ
以
上
患
者
負
担
を
増

や
す
こ
と
は
、
先
進
国
と
し
て

恥
で
す
！
」
と
格
差
を
な
く
し

医
療
の
充
実
を
求
め
る
声
な
ど

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

同
法
案
は
今
後
、
国
会
で
審

議
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
協
会

は
、
寄
せ
ら
れ
た
会
員
署
名

を
、
３
月
19
日
の
国
会
要
請
行

動
に
持
参
し
、
政
府
・
関
係
省

庁
・
国
会
議
員
に
対
し
、
法
案

の
廃
案
を
求
め
る
予
定
に
し
て

い
る
。

※
返
信
が
ま
だ
の
方
は
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
078―

393―

１
８
０
２
ま
で
ご

返
信
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
☎
078―

393―

１
８
０
７

ま
で

重症疾患の
 可能性見逃さない

臨床医学講座で集中的に「救急」学ぶ臨床医学講座で集中的に「救急」学ぶ

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年 ―

―
―

ま
ち
な
み
と
住
民
の
生
活
再
建
を

「受診控えが多く見られる」「保険料負担が重くのしかかる」
など、現場からの深刻な声が寄せられた　　　　　　　　　

せ
ず
に
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
注
射

す
る
べ
き
な
ど
の
判
断
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
時
間
外
に
来

た
患
者
さ
ん
を
救
急
で
病
院
に

送
っ
て
良
い
か
判
断
に
迷
う
」

な
ど
、
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

今
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
20
年
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
４
年
の
節
目
の
年
で

あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、「
借
り
上
げ
復
興
住
宅

か
ら
20
年
の
契
約
期
間
が
経

っ
た
か
ら
退
去
し
て
ほ
し

い
」
と
自
治
体
か
ら
要
求
さ

れ
、
高
齢
に
な
っ
た
被
災
者

は
せ
っ
か
く
で
き
た
地
域
の

絆
が
な
く
な
る
の
で
困
っ
て

い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
８
万

３
千
棟
も
の
仮
設
住
宅
が
い

ま
だ
に
使
わ
れ
て
い
る
。
住

宅
地
の
少
な
い
三
陸
地
方
の

特
殊
性
は
あ
る
に
し
て
も
、

政
府
が
率
先
し
て
自
治
体
と

協
力
し
、
復
興
住
宅
を
速
や

か
に
つ
く
る
べ
き
だ
。
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
も
経
験
し

た
が
、
劣
悪
な
住
宅
環
境
で

は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂

血
症
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
病
気
の
新
た
な
発
症
や
増

悪
が
３
人
に
１
人
に
起
こ
っ

て
い
る
。

　

兵
庫
協
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
発
生
直
後
か
ら
今
ま

で
30
回
以
上
に
わ
た
っ
て

「
被
災
者
に
元
気
を
」
と
の

願
い
で
、
被
災
地
訪
問
を
続

け
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
も
う
一

つ
の
問
題
が
原
発
事
故
だ
。

被
ば
く
を
恐
れ
て
兵
庫
県
に

も
避
難
さ
れ
て
い
る
家
族
が

お
ら
れ
る
。
避
難
者
健
診

も
、
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関

連
合
会
と
協
力
し
て
行
っ
て

「もう患者負担 増やさないで」「もう患者負担 増やさないで」

て
講
演
。「
熱
っ
ぽ

い
」
と
い
っ
た
理
由

で
高
齢
者
が
受
診
す

る
こ
と
が
あ
る
が
、

鑑
別
判
断
が
難
し
い

た
め
重
症
疾
患
を
見

落
と
さ
な
い
よ
う
注

意
し
、
特
に
呼
吸
数

を
て
い
ね
い
に
確
認

す
る
べ
き
な
ど
と
呼

び
か
け
た
。

　

ま
た
、
下
痢
の
症

状
か
ら
急
性
胃
腸
炎

を
疑
っ
た
場
合
で

も
、
急
性
心
筋
梗
塞

な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
な

疾
患
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
や
、
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
の
場
合
に
は
躊
躇

　

法
案
等
に
盛
り
込
ま
れ
た
改

革
案
は
、
入
院
時
食
事
代
の
自

己
負
担
額
引
き
上
げ
、
紹
介
状

な
し
の
大
病
院
受
診
時
の
定
額

負
担
の
導
入
に
加
え
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
半
数

に
あ
た
る
８
６
５
万
人
の
保
険

料
引
き
上
げ
や
国
保
の
都
道
府

　

安
倍
政
権
は
３
月
３
日
、
患
者
負
担
増
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法

案
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
協
会
は
こ
れ
以
上
の

患
者
負
担
増
を
阻
止
し
よ
う
と
翌
４
日
・
６

日
、
全
正
会
員
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
新
た
な
患
者
負

担
増
を
や
め
、
窓
口
負
担
の
大
幅
軽
減
を
求
め

る
」
院
長
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
３
月

11
日
ま
で
に
４
７
４
筆
の
返
信
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
ス
ト
ッ
プ
！　

患
者
負
担

増
」
患
者
署
名
（
左
欄
）
は
３
万
筆
を
超
え
て

お
り
、
患
者
負
担
増
反
対
の
声
が
高
ま
っ
て
い

る
。

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

談 話

藤
田
保
健
衛
生
大
の

岩
田
先
生
（
上
）
が

講
演
し
、
77
人
が
参

加
し
た　
　
　
　
　

ストップ患者負担増ストップ患者負担増
 署名ご協力ください 署名ご協力ください

◀
署
名
用
紙

署名用紙のご注文は、
 ☎078－393－1807、FAX078－393－1802まで

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
３
万

筆
を
超
え
ま
し
た
が
、
６
月

の
通
常
国
会
閉
会
ま
で
に
５

万
筆
を
め
ざ
し
、
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
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図４　現時点から６年後への変更の動向について

「
地
域
医
療
構
想
」と
は

　

医
療
・
介
護
総
合
法
に
よ
る

医
療
法
改
定
で
、
都
道
府
県
は

医
療
計
画
と
し
て
、「
地
域
医

療
構
想
」、「
構
想
区
域
に
お
け

る
病
床
の
機
能
区
分
ご
と
の
将

来
の
病
床
数
の
必
要
量
」
な
ど

を
定
め
る
と
さ
れ
た
。

　

厚
労
省
の
「
地
域
医
療
構
想

策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
関
す

る
検
討
会
（
以
下
、
検
討

会
）」
で
示
さ
れ
た
「
地
域
医

療
構
想
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
案
）」
で
は
、
構
想
策
定
の

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
現
在
の
２

次
医
療
圏
を
基
本
に
構
想
区
域

を
定
め
、
そ
の
区
域
ご
と
に
高

度
急
性
期
、
急
性
期
、
回
復

期
、
慢
性
期
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医

療
需
要
の
将
来
推
計
を
算
出
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
必
要
病
床
数

を
算
出
す
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
構
想
策
定
後
は
、
医
療
機

関
の
自
主
的
な
取
り
組
み
や
基

金
の
活
用
を
通
じ
て
、
将
来
の

必
要
病
床
数
と
現
状
の
病
床
数

の
乖
離
を
埋
め
る
と
し
て
い

る
。
な
お
、
現
状
の
病
床
数
の

把
握
に
は
、
医
療
・
介
護
総
合

法
で
改
定
さ
れ
た
医
療
法
で
新

た
に
設
け
ら
れ
た
病
床
機
能
報

告
制
度
を
利
用
す
る
と
し
て
い

る
。
病
床
機
能
報
告
制
度
と

は
、
病
床
を
有
す
る
病
院
・
診

療
所
が
、
担
っ
て
い
る
医
療
機

能
の
現
状
と
今
後
の
方
向
を
都

道
府
県
に
報
告
す
る
仕
組
み
の

こ
と
で
あ
る
。

将
来
の
医
療
ニ
ー
ズ
推
計

　

し
か
し
、
こ
こ
に
は
多
く
の

問
題
点
が
あ
る
。

　

第
１
に
医
療
需
要
の
将
来
推

計
が
本
当
に
、
地
域
住
民
の
ニ

ー
ズ
を
反
映
し
た
も
の
に
な
る

の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
で

は
、
医
療
需
要
の
将
来
推
計
に

つ
い
て
「
平
成
25
（
２
０
１

３
）
年
度
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
及

び
Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

に
基
づ
き
、
住
所
地
別
に
患
者

を
配
分
し
た
上
で
、
構
想
区
域

ご
と
の
性
年
齢
階
級
別
…
」

（
に
）、「
行
わ
れ
た
診
療
行
為

を
診
療
報
酬
の
出
来
高
点
数
で

換
算
し
」、「
入
院
か
ら
医
療
資

源
投
入
量
が
落
ち
着
く
段
階
ま

で
の
患
者
数
を
、
高
度
急
性
期

　

４
月
12
日
と
26
日
に
投
開
票
予
定
の
第
18
回
統
一
地
方
選
挙

に
あ
た
っ
て
、
今
号
よ
り
地
方
自
治
体
が
深
く
関
わ
る
医
療
、

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
３
回
に
分
け
て
解
説
す
る
。
第
１
回

目
は
、
医
療
・
介
護
総
合
法
で
都
道
府
県
に
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
た
「
地
域
医
療
構
想
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

医療資源投入量（点）

高度急性期の
患者延べ数

急性期の
患者延べ数

回復期の
患者延べ数

在宅医療等へ

入院からの日数

C1

C2

C3

全てのDPCで合計し、各医療機能の医療需要とする。

〈2010（H22）年の病床数〉 〈2025（H37年）のイメージ〉

７対１

（括弧内は１医療機関あたり平均病床数）

保険局医療課調べ

10対１

13対１

15対１

高度急性期（18万）

一般急性期(35万)

亜急性期等(26万)

長期療養(28万)

【一般病棟入院基本】

地
域
に
密
着
し
た
病
床
（
24
万
）

328,518床
(241.7床）

248,606床
(115.8床)

33,668床
(66.1床)

66,822床
(57.5床)

及
び
急
性
期
の
患
者
数
と
し
、

急
性
期
と
回
復
期
と
を
区
分
す

る
境
界
点
を
、
○
点
と
し
て
推

計
を
行
う
」
な
ど
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
地
域
、
疾
患
、

年
齢
、
性
別
ご
と
に
、
入
院
か

ら
退
院
ま
で
１
日
に
か
か
っ
た

医
療
費
を
経
過
日
数
順
に
並

べ
、
病
床
機
能
毎
に
境
界
線
を

引
き
（
Ｃ
１
＝
３
０
０
０
点
・

Ｃ
２
＝
６
０
０
点
・
Ｃ
３
＝
２

２
５
点
・
入
院
基
本
料
等
を
除

く
）、
そ
の
境
界
線
の
中
に
い

る
患
者
数
を
対
象
の
人
口
で
割

っ
て
受
療
率
を
算
出
。
そ
の
受

療
率
を
将
来
の
人
口
推
計
に
乗

じ
て
、
地
域
、
疾
患
、
病
床
機

能
ご
と
の
将
来
の
患
者
数
を
算

出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
図
１
）。

目
的
は
病
床
削
減

　

「
検
討
会
」
で
は
、
機
能
区

分
ご
と
の
将
来
の
病
床
数
の
必

要
量
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に

一
見
科
学
的
、
中
立
的
な
手
法

を
と
る
と
し
て
い
る
。
現
状
で

は
、
３
０
０
０
点
以
上
を
高
度

急
性
期
、
６
０
０
点
以
上
を
急

性
期
、
２
２
５
点
以
上
を
回
復

期
と
す
る
案
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
が
、
本
質
は
将
来
に
わ

た
っ
て
厚
労
省
の
線
引
き
次
第

で
ど
の
よ
う
に
も
各
病
床
数
を

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

最
終
的
に
は
７
対
１
病
床
を
２

０
２
５
年
ま
で
に
現
在
の
36
万

床
か
ら
18
万
床
に
減
ら
す
な
ど

と
し
た
政
府
の
病
床
削
減
方
針

（
図
２
）
に
沿
っ
た
も
の
に
な

る
危
険
性
も
あ
る
。

　

厚
労
省
は
す
で
に
「
検
討

会
」
の
中
で
、
政
府
が
発
表
し

て
い
る
病
床
削
減
方
針
を
示
し

な
が
ら
、「
具
体
的
に
は
、
や

は
り
改
革
の
方
向
性
と
い
う
も

の
は
維
持
し
つ
つ
、
こ
の
推
計

方
法
が
い
か
に
説
得
性
の
あ
る

も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
御
議
論
い
た
だ
き
た

い
」
と
、
病
床
削
減
の
方
向
性

を
既
定
路
線
と
し
て
、
医
療
需

要
の
推
計
方
法
を
議
論
す
る
よ

う
に
釘
を
刺
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
病
床
削
減
計

画
は
全
く
現
実
的
で
な
い
。
こ

れ
か
ら
高
齢
者
が
ま
す
ま
す
増

え
、
入
院
患
者
も
大
幅
に
増
え

る
。
こ
う
し
た
中
、
患
者
を
現

在
と
同
じ
よ
う
に
入
院
さ
せ
る

た
め
に
は
、
厚
労
省
の
推
計
で

も
現
在
１
０
７
万
床
あ
る
一
般

病
床
を
１
２
９
万
床
に
増
や
さ

な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。

　

も
し
、
こ
の
ま
ま
急
性
期
病

床
の
削
減
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、

急
性
期
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

患
者
が
続
出
す
る
一
方
、
病
院

に
は
急
性
期
病
床
を
維
持
す
る

た
め
に
在
院
日
数
の
短
縮
が
求

め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
７
対
１

や
10
対
１
で
行
え
ば
、
医
療
現

場
の
労
働
強
化
は
大
変
な
も
の

に
な
る
。

さ
ら
に
進
む

受
け
皿
な
き
在
宅
誘
導

　

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
で

は
、「
退
院
し
て
在
宅
医
療
等

を
受
け
る
患
者
数
を
何
ら
か
の

方
法
に
よ
り
推
計
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
検
討
会
」
で
示
さ
れ
た

「
２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
と

各
医
療
機
能
の
必
要
量
の
推
計

方
法
（
案
）」
で
は
、「
慢
性
期

の
医
療
需
要
に
つ
い
て
は
、
…

現
在
で
は
療
養
病
床
で
入
院
し

て
い
る
状
態
の
患
者
の
う
ち
一

定
数
は
、
２
０
２
５
年
に
は
、

在
宅
医
療
等
で
対
応
す
る
も
の

と
し
て
推
計
す
る
」「
ど
の
程

度
…
在
宅
医
療
・
介
護
施
設
で

対
応
す
る
か
に
つ
い
て
、
目
標

を
定
め
る
」
と
し
て
お
り
、

「
目
標
と
し
て
は
、
現
在
、
療

養
病
床
の
入
院
受
療
率
に
地
域

差
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ

の
差
を
縮
小
（
さ
せ
る
）」
と

の
提
案
ま
で
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
診
療
報
酬
が
包
括
算
定
と

な
っ
て
お
り
、
急
性
期
や
回
復

期
な
ど
の
よ
う
な
手
法
で
推
計

が
行
え
な
い
慢
性
期
病
床
に
つ

い
て
は
、
在
宅
へ
の
移
行
を
前

提
と
し
て
、
全
て
の
２
次
医
療

圏
の
入
院
受
療
率
を
全
国
最
小

レ
ベ
ル
ま
で
低
下
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
図
３
）。
も

し
こ
の
案
が
採
用
さ
れ
れ
ば
、

現
在
療
養
病
床
の
受
療
率
が
人

口
10
万
人
当
た
り
９
５
３
・
４

人
と
最
も
高
い
高
知
県
の
幡
多

医
療
圏
を
長
野
県
の
人
口
10
万

人
当
た
り
１
２
２
人
に
合
わ
せ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
療

養
病
床
に
入
院
し
て
い
た
人
の

う
ち
、
10
人
中
９
人
は
入
院
で

き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
兵
庫
県
下
で
も
淡
路
医
療

圏
で
は
10
人
中
８
人
は
在
宅
な

ど
に
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

た
っ
た
10
年
で
そ
こ
ま
で
在

宅
医
療
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
な

ど
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
医
総
研
が
２
０
１
３
年
に

行
っ
た
「
在
宅
医
療
に
つ
い
て

の
郡
市
区
医
師
会
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
で
は
、「
在
宅
医
療
を

進
め
る
た
め
に
重
要
か
つ
困
難

な
項
目
」
と
し
て
、「
在
宅
医

療
を
担
う
医
師
の
確
保
」
が
最

も
多
く
35
・
３
％
、
次
い
で

「
後
方
支
援
病
床
の
確
保
」
が

23
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
同
様
に
日
医
総
研
が
全
国

１
９
３
１
の
２
０
０
床
以
下
の

病
院
を
対
象
に
行
っ
た
「
病
院

の
在
宅
医
療
機
能
お
よ
び
退
院

支
援
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で

は
、
在
宅
療
養
患
者
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
「
常
に
受
け
入
れ

で
き
る
」
と
回
答
し
た
病
院
は

17
・
６
％
し
か
な
か
っ
た
。

　

つ
ま
り
在
宅
医
療
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
、
医
師
の
確
保

と
と
も
に
後
方
支
援
病
床
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
が
、
す
で

に
、
多
く
の
病
院
で
病
床
に
空

き
が
な
く
、
救
急
の
際
、
在
宅

患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
無
視
し

て
、
強
引
な
誘
導
で
「
在
宅
医

療
等
を
増
や
せ
ば
急
性
期
病
床

を
削
減
で
き
る
」
と
の
考
え

は
、
あ
ま
り
に
実
態
か
ら
か
け

離
れ
て
い
る
。

都
道
府
県
に
よ
る

強
制
的
な
病
床
削
減

　

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
で

は
、「
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
を
設
け
、
…
将
来
の
病
床
数

の
必
要
量
を
達
成
す
る
た
め
…

に
必
要
な
協
議
を
行
う
」
と
さ

れ
て
お
り
、
例
と
し
て
、「
療

養
病
床
に
つ
い
て
在
宅
医
療
等

へ
の
転
換
を
進
め
る
」
こ
と
な

ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
関
係
者
の
合
意
事
項
の

履
行
を
担
保
す
る
た
め
、
都
道

府
県
知
事
は
、
公
的
医
療
機
関

等
へ
の
不
足
し
て
い
る
医
療
機

能
に
係
る
医
療
の
提
供
等
の
指

示
（
公
的
医
療
機
関
等
以
外
の

医
療
機
関
に
は
要
請
）
を
講
ず

る
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
公
的

医
療
機
関
等
以
外
の
医
療
機
関

が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
要

請
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
勧
告

を
、
…
勧
告
等
に
も
従
わ
な
い

場
合
に
は
医
療
機
関
名
の
公

表
、
地
域
医
療
支
援
病
院
・
特

定
機
能
病
院
の
不
承
認
又
は
承

認
取
消
し
、
管
理
者
の
変
更
命

令
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
で
都
道
府
県
は
、
療
養

病
床
を
持
つ
民
間
病
院
に
対
し

て
病
床
を
放
棄
し
、
患
者
を
在

宅
に
移
す
よ
う
要
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
従
わ

な
い
場
合
は
管
理
者
の
変
更
命

令
ま
で
も
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
事
実
上
、
都
道
府

県
に
よ
る
民
間
病
院
の
管
理
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
民
間
病
院
は

国
の
低
医
療
費
政
策
の
下
で
、

地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
な
ん
と

か
応
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
努

力
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
何

の
経
営
的
な
担
保
も
せ
ず
に
、

無
理
矢
理
、
病
床
機
能
の
転
換

や
病
床
削
減
を
さ
せ
れ
ば
、
立

ち
ゆ
か
な
く
な
る
病
院
が
発
生

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

す
で
に
運
用
さ
れ
て
い
る
、

病
床
機
能
報
告
制
度
の
集
約
結

果
（
図
４
）
を
見
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
医
療
機
関
が
６
年
後
も

現
在
と
同
様
の
機
能
を
維
持
す

る
と
回
答
し
て
い
る
。
つ
ま
り

高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
床
が

６
割
強
を
占
め
る
現
況
と
変
わ

ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

回
答
は
、
政
府
が
描
く
将
来
の

各
医
療
機
能
の
必
要
病
床
数
と

大
き
く
乖
離
し
て
お
り
今
後
、

都
道
府
県
に
よ
る
民
間
病
院
へ

の
病
床
転
換
や
病
床
削
減
要
請

が
頻
発
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

住
民
本
意
の
県
政
に

　

医
療
提
供
体
制
の
強
引
な
改

悪
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
は
、

政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
今

回
の
計
画
で
は
、
地
域
医
療
構

想
は
都
道
府
県
が
策
定
す
る
と

さ
れ
て
い
る
し
、
病
床
機
能
の

転
換
を
要
請
す
る
権
限
も
知
事

に
あ
る
た
め
、
都
道
府
県
の
立

場
を
い
か
に
、
地
域
住
民
本
位

の
も
の
に
す
る
の
か
、
と
い
う

点
も
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、
兵
庫
県
は
国
の
「
公
立
病

院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
則

っ
て
、「
県
行
革
」
の
一
環
と

し
て
、
県
立
塚
口
病
院
の
統
廃

合
や
、
但
馬
地
域
で
の
病
床
の

集
約
を
行
っ
て
き
た
。
こ
う
し

た
県
の
立
場
で
は
、
今
回
の
医

療
提
供
体
制
の
改
悪
も
国
の
い

い
な
り
に
進
め
ら
れ
る
可
能
性

が
高
い
。
今
回
の
統
一
地
方
選

挙
を
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え

て
、
国
の
い
い
な
り
に
病
床
削

減
を
進
め
る
地
方
政
治
で
は
な

く
、
国
の
計
画
か
ら
、
地
域
住

民
や
医
療
関
係
者
を
守
る
こ
と

の
で
き
る
地
方
政
治
を
実
現
す

る
た
め
に
、
各
政
党
、
候
補
者

の
政
策
を
問
い
、
慎
重
に
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
。

強
制
的
な
病
床
削
減
を
ね
ら
う

強
制
的
な
病
床
削
減
を
ね
ら
う

「
地
域
医
療
構
想
」

「
地
域
医
療
構
想
」

統一地方選統一地方選
特　集特　集

○以下は2014年７月１日時点の医療機能の選択状況と、６年後の医療機能の選択状
況とをクロス集計したもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

括弧内の構成比は、2014年７月１日時点の病床数を分母とした、６年後の４機能の構成比である　（床、％）
2014年７月１日時点の医療機能

高度急性期 急性期 回復期 慢性期
176,193

（100.0％）
533,078

（100.0％）
102,493

（100.0％）
317,856

（100.0％）

６
年
後
の
医
療
機
能

高度急性期 175,145
（99.4%）

8,286
（1.6%）

109
（0.1%）

133
（0.0%）

急性期 521
（0.3%）

498,556
（93.5%）

1,731
（1.7%）

3,131
（1.0%）

回復期 330
（0.2%）

19,744
（3.7%）

99,064
（96.7%）

12,289
（3.9%）

慢性期 79
（0.0%）

5,342
（1.0%）

1,423
（1.4%）

301,972
（95.0%）

（※１）2014年７月１日時点の医療機能は選択しているが、６年後の医療機能を選択していない病床数
（※２）６年後の医療機能は選択しているが、2014年７月１日時点の医療機能を選択していない病床数

図１　高度急性期機能、急性期機能、回復期
機能の医療需要の考え方　　　

図２　医療提供体制について

図３　「入院受療率の補正目標の設定案Ａ」

政
策解

説 上

出典　「医療資源投入量による各入院医療機能の需要の推計について（案）」
第７回地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会 　　　

最小
（二次医療圏）
現在

2025年

最大
（二次医療圏）

最小（県）

入院受療率

出典　 「参考資料１　病床機能報告制度における機能別病床数の報告状況【速報値
（第２報）】」第８回地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会

出典　「2025年の医療需要と各医療機能の必要量の推計方法（案）」
　第８回地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会

出典　中央社会保険医療協議会総会（第208回）資料（総－１）
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北
摂
・
丹
波
支
部
は
２
月
21

日
、
三
田
市
総
合
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
で
「
医
科
・
在
宅
医
療

点
数
研
究
会
」
を
開
催
。
三
田

市
・
ひ
ろ
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

の
廣
瀬
智
先
生
を
講
師
に
、
36

人
が
参
加
し
た
。
サ
ン
ヒ
ル
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク
職
員
の
前
田
真
穂

氏
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

ま
ず
始
め
に
、
こ
の
た
び
は

貴
重
な
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
在
宅
医
療

で
算
定
す
る
機
会
が
あ
る
で
あ

ろ
う
点
数
に
つ
い

て
、
一
通
り
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
こ
れ
か
ら
在

宅
医
療
を
学
ん
で

い
き
た
い
と
い
う

方
々
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
良
い

研
究
会
と
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
よ

り
発
行
の
『
在
宅
医
療
点
数
の

手
引
』
は
見
や
す
く
、
か
つ
詳

細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
実

際
の
請
求
事
例
な
ど
も
豊
富
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
し

や
す
い
で
す
。
今
回
の
講
演
で

配
布
さ
れ
た
資
料
は
、
こ
の

『
在
宅
医
療
点
数
の
手
引
』
を

要
約
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
あ
わ
せ
て
見
る
と
よ
り

分
か
り
や
す
く
な
る
点
も
良
か

っ
た
で
す
。

　

講
演
内
容
の
中
で
一
番
複
雑

だ
と
感
じ
た
の
は
、
在
宅
患
者

訪
問
診
療
料
の
「
同
一
建
物
居

住
者
の
場
合
」
で
し
た
。「
死

亡
日
か
ら
遡
っ
て
30
日
以
内
の

患
者
」
は
同
一
建
物
居
住
者
か

ら
除
か
れ
る
と
あ
り
ま
す
が
、

前
回
分
の
請
求
額
を
徴
収
後
に

急
死
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
す

で
に
同
一
建
物
居
住
者
と
し
て

の
点
数
で
請
求
し
終
え
て
い
る

例
が
多
く
、
当
院
で
は
結
局
そ

の
ま
ま
の
点
数
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
在
宅
の
分
野

は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
例
も

多
く
、
こ
う
い
っ
た
研
究
会
の

場
を
お
借
り
し
て
、
今
後
討
論

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
今

後
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
三
田
市　

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ク
リ

ニ
ッ
ク　

職
員

 

前
田　

真
穂
】

　

明
石
支
部
は
２
月
21
日
、
阪

神
合
同
法
律
事
務
所
の
川
西
絵

理
弁
護
士
を
講
師
に
招
き
、
会

員
懇
談
会
「
最
近
の
医
療
過
誤

訴
訟
の
動
向―

外
来
診
療
で
の

ク
レ
ー
ム
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に―

」
を
開
催
。
会
員
や
会
員

医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
ら
16
人

が
参
加
し
た
。
阪
神
合
同
法
律

事
務
所
は
医
療
法
人
の
常
務
理

事
や
病
院
の
倫
理
委
員
を
務
め

る
弁
護
士
が
所
属
し
、
医
療
機

関
側
に
立
っ
た
医
療
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
を
数
多
く
手
が
け
て
き

た
事
務
所
。

　

講
演
で
、
川
西
氏
は
「
医
療

過
誤
で
民
事
責
任
が
発
生
す
る

の
は
、
過
失
が
あ
る
こ
と
、
因

果
関
係
が
あ
る
こ
と
、
損
害
が

発
生
し
た
こ
と
の
３
要
件
が
満

た
さ
れ
る
場
合
」
と
し
た
。
そ

の
上
で
、
過
失
の
判
断
基
準
と

し
て
、「
行
っ
た
診
療
行
為

が
、
当
時
の
臨
床
医
学
の
実
践

に
お
け
る
医
療
水
準
に
達
し
て

い
た
か
」
に
よ
る
と
し
、
医
療

と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
だ

と
解
説
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
重
要
性

は
分
か
っ
た
が
、
ど
こ
ま
で
説

明
す
れ
ば
い
い
の
か
」
な
ど
具

体
的
な
質
問
も
出
さ
れ
、
講
師

が
て
い
ね
い
に
答
え
た
。

　

講
演
後
の
講
師
を
囲
ん
だ
懇

親
会
で
は
、
個
別
指
導
に
お
け

る
弁
護
士
帯
同
を
兵
庫
協
会
で

も
広
げ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

交
流
を
深
め
た
。

水
準
と
は
相
対
的
な

も
の
で
、
大
学
病
院

と
一
般
の
診
療
所
で

は
異
な
り
、
学
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
医

薬
品
の
添
付
文
書
は

そ
の
ま
ま
医
療
水
準

を
規
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
過
去
の

最
高
裁
判
例
で
は
一

般
的
な
医
療
慣
行
よ

り
も
優
先
さ
れ
た
こ

具
体
的
な
事
例
も
交
え
な
が
ら
説
明
す
る
廣
瀬
先
生

川
西
弁
護
士
が
医
療
過
誤
訴
訟
の

最
近
の
動
向
に
つ
い
て
語
っ
た　

歯科保険請求
68

Ｑ１　４月からレセプトを電子請求し、
領収証に加えて明細書を無料で発行する
が、再診の都度１点を加算できるか。
Ａ１　算定には、近畿厚生局兵庫事務所
に届け出が必要です。施設基準は、（１）
診療所であること、（２）レセプト電子
請求を行っていること、（３）算定した
診療報酬の区分・項目の名称、点数また
は金額を記載した詳細な明細書を患者に
無償で交付し、その旨の院内掲示を行っ
ていること。以上を満たす必要がありま
す。
Ｑ２　４月１日までに明細書発行体制等
加算の届け出をすれば、４月１日から算
定可能か。
Ａ２　（明細）など、基本診療料の施設
基準の手続きについては、「特に規定の

ある場合を除き、届出前１カ月の実績を
有していること」とされているため、４
月１日診療分から電子請求に移行した場
合、５月１日に届け出て受理された場合
は６月１日から算定可能です。５月２日
～６月１日までの受理では７月１日から
の算定となります。
Ｑ３　明細書が不要であると申し出た患
者や、全額公費医療の場合など、患者一
部負担金が発生せず領収証や明細書を発
行しない場合についても加算は算定でき
るか。
Ａ３　算定できます。

◆歯科保険請求、返戻・減点等のご相談
は、☎078－393－1809（歯科直通）ま
で。

〈明細書発行体制等加算（明細）〉

請
行
動
を
２
／
19
に
行
い
、
武

村
・
吉
岡
（
正
）
両
副
理
事

長
、
福
田
理
事
が
参
加
、
ス
ト

ッ
プ
患
者
負
担
増
署
名
２
７
４

６
６
筆
を
提
出
し
、
松
本
剛
明

・
堀
内
照
文
両
衆
議
院
議
員
か

ら
請
願
紹
介
の
承
諾
を
得
た
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

中
医
協
で
16
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
審

議
が
開
始
さ
れ
、
在
宅
医
療
に

関
す
る
討
議
が
行
わ
れ
た
こ

と
、
労
働
安
全
衛
生
法
改
正
で

労
働
者
へ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

◇
震
災
対
策　

東
日
本
大
震
災

４
年
メ
モ
リ
ア
ル
に
際
し
、
被

災
３
協
会
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
了
承
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

統
一
地
方
選
挙
に

あ
た
っ
て
の
開
業
保
険
医
の
要

求
（
案
）
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
共
済
部　

グ
ル
ー
プ
保
険
の

配
当
率
は
45
％
と
な
っ
た
。

 

（
２
月
28
日
理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

29
人

◇
情
勢　

「
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
の
概
要
が

明
ら
か
に
。
入
院
時
食
費
負
担

増
、
紹
介
状
な
し
の
大
病
院
受

診
時
の
定
額
負
担
導
入
、
患
者

申
出
療
養
の
創
設
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
医
療
保

険
制
度
改
革
関
連
法
案
」
に
対

す
る
院
長
署
名
・
団
体
署
名
の

実
施
が
了
承
さ
れ
た
。「
国
庫

負
担
増
で
介
護
報
酬
を
引
き
上

げ
よ
」
院
長
署
名
に
は
３
８
１

筆
が
寄
せ
ら
れ
厚
労
省
に
提
出

し
た
こ
と
、
ス
ト
ッ
プ
患
者
負

担
増
署
名
の
取
り
組
み
が
２
８

６
２
５
筆
に
到
達
し
、
６
月
の

通
常
国
会
閉
会
ま
で
力
を
入
れ

て
い
く
こ
と
、
保
団
連
中
央
要

求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士◇
勤
務
地　

尼
崎
市
潮
江

１―

３―

35

◇
条　

件

歯
科
医
師―

常
勤　

40
〜

80
万
円
・
時
給
２
５
０
０

〜
５
０
０
０
円

歯
科
衛
生
士―

常
勤　

25

〜
40
万
円
・
時
給
１
３
０

０
〜
３
５
０
０
円

◇
委
細
面
談
の
う
え

◇
詳
し
く
は
、

www.am
a-dental.com 

ま

で
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
080―

３
９
７
１―

６
５

９
２　

細
田
ま
で

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

中
山　
　

茂
先
生

兵
庫
区　

放
・
小
・
内
科

１
月
22
日　

享
年
93
歳ご注文は、☎078－393－1807まで

グ
ッ
ズ
ご
注
文
く
だ
さ
い

患者申出療養の問題点について解説する
政策パンフレット

企
画
・
編
集
・
発
行

　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

Ａ
４
判
・
20
ペ
ー
ジ

会
員
無
料

景品付きクイズチラシ 第２シーズン景品付きクイズチラシ 第２シーズン

「子どもの医療費」「子どもの医療費」
２月～４月まで２月～４月まで

在宅医療の
　　　請求に役立つ

西
田　

晴
彦
先
生

た
つ
の
市　

内
・
小
児
科

２
月
８
日　

享
年
82
歳

過失・因果関係・損害で
民事責任が発生

明石支部　会員懇談会「医療過誤」明石支部　会員懇談会「医療過誤」

新たな混合診療
『患者申出療養』（仮称）？の
危 険 と ワ ナ

薬科部研究会

日　時　４月11日（土）16時～18時　　会　場　協会５階会議室
講　師　静岡県立大学薬学部・同大学院薬学研究科　教授　並木　徳之先生
参加費　1000円（協会会員は無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

期待する治療効果を得るための薬剤の選択

感
想
文

北摂・丹波支部　在宅医療点数研究会北摂・丹波支部　在宅医療点数研究会
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解釈を崩壊させる解釈を崩壊させる
「集団的自衛権行使容認」「集団的自衛権行使容認」

　

２
０
１
４
年
11
月
16
日
に
元

内
閣
法
制
局
長
官
の
阪
田
雅
裕

氏
を
講
師
に
招
い
て
開
催
し

た
、
第
86
回
評
議
員
会
特
別
講

演
「
集
団
的
自
衛
権
が
許
さ
れ

な
い
わ
け
」
の
講
演
録
を
掲
載

す
る
。 

（
文
責
・
編
集
部
）

法
律
と
憲
法

法
律
と
憲
法

　

日
本
の
法
令
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ

ー
は
図
の
通
り
だ
。
最
も
上
位

に
憲
法
が
あ
り
、
そ
の
下
に
法

律
、
政
令
、
省
令
と
続
く
。
そ

し
て
、
そ
の
中
心
を
な
し
て
い

る
の
は
法
律
で
あ
る
。

　

で
は
、
法
律
と
は
何
か
。
い

ろ
い
ろ
な
言
い
方
が
あ
る
が
、

一
言
で
言
え
ば
、「
統
治
の
道

具
」
だ
。
近
代
民
主
主
義
国
家

で
は
、
唯
一
の
統
治
の
手
段
が

法
律
と
な
る
。

　

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と

い
う
と
、
人
は
皆
一
人
ひ
と
り

が
自
由
な
存
在
で
あ
り
、
全
て

の
基
本
的
人
権
を
享
有
し
て
い

る
。
し
か
し
、
多
く
の
人
が
社

会
を
つ
く
っ
て
共
同
生
活
を
す

る
場
合
に
は
、
全
員
が
や
り
た

い
放
題
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
衝

突
が
起
こ
り
、
夜
も
お
ち
お
ち

眠
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し

ず
つ
、
他
人
の
幸
せ
の
た
め
に

我
慢
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
難
し
く
言
う
と
、
公
益
、

公
共
の
福
祉
の
た
め
に
少
し
ず

は
職
業
選
択
の

自
由
が
あ
る
か

ら
、
本
来
な
ら

誰
で
も
医
師
に

な
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
だ
。

し
か
し
、
そ
ん

な
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
専
門

的
な
教
育
を
受

け
て
、
試
験
を

受
け
て
資
格
を

得
た
人
だ
け
し

か
医
師
に
な
れ

な
い
。
こ
れ
は

職
業
選
択
権
の
制
限
だ
。

　

税
金
も
同
じ
だ
。
国
民
は
そ

れ
ぞ
れ
財
産
権
を
保
障
さ
れ
て

い
る
は
ず
だ
が
、
国
は
そ
れ
を

横
取
り
し
て
い
く
。
し
か
し
そ

れ
を
し
な
け
れ
ば
、
神
戸
の
よ

う
に
美
し
い
街
は
作
れ
な
い

し
、
国
民
に
等
し
く
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
人
権
の
侵
害
は

法
律
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

　

こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

世
界
中
ど
こ
で
も
法
治
国
家
で

あ
れ
ば
同
じ
だ
。
私
た
ち
は
、

若
い
頃
「
法
律
は
、
男
を
女
に

す
る
こ
と
以
外
は
何
で
も
で
き

る
」
と
教
わ
っ
た
が
、
そ
れ
ぐ

ら
い
法
律
は
万
能
の
統
治
手
段

な
の
だ
。

憲
法
の
役
割
は

憲
法
の
役
割
は

国
家
権
力
の
歯
止
め

国
家
権
力
の
歯
止
め

　

さ
て
、
法
律
が
制
定
さ
れ
れ

憲法

条約

法律

政令

府・省令、規則

り
、
憲
法
を
守

る
主
体
は
統
治

権
力
だ
。
憲
法

第
99
条
は
、
国

務
大
臣
や
国
会

議
員
、
裁
判
官

そ
の
他
の
公
務

員
な
ど
統
治
権

力
の
担
い
手
に

憲
法
を
守
る
べ

き
こ
と
を
命
じ

て
い
て
、
国
民

が
憲
法
を
守
ら

ば
、
国
民
は
そ
れ
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
気
に
入
ら
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
無
視
し
た

り
、
勝
手
に
解
釈
し
た
り
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
の
法
律
が
、
唯
一
逆
ら
う

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
憲
法

だ
。
法
律
は
国
会
の
多
数
決
で

決
め
ら
れ
る
。
で
は
何
を
決
め

て
も
い
い
の
か
。

　

た
と
え
ば
、
現
在
の
国
会
で

は
男
性
の
方
が
圧
倒
的
に
多

い
。
そ
こ
で
、
実
際
に
は
そ
ん

な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
議
員
は

い
な
い
と
思
う
が
、
あ
る
議
員

が
「
男
性
の
方
が
偉
い
か
ら
、

女
性
は
１
票
で
は
な
く
、
０
・

５
票
に
し
よ
う
」
と
言
い
だ

し
、
そ
れ
を
定
め
た
法
律
が
国

会
で
可
決
さ
れ
た
と
す
る
。
し

か
し
、
そ
ん
な
法
律
は
効
力
を

有
さ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
憲
法

が
い
け
な
い
と
定
め
て
い
る
か

ら
だ
。

　

多
数
も
誤
る
こ
と
が
あ
る

し
、
多
数
に
よ
る
暴
力
を
許
さ

な
い
、
ど
ん
な
に
民
主
主
義
だ

と
い
い
、
国
民
の
多
数
が
賛
成

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
少
数
者
、

も
し
く
は
多
数
に
属
さ
な
い
人

の
人
権
を
不
当
に
侵
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
憲
法
は

定
め
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
憲
法
は
、
最
も
有

力
な
統
治
の
手
段
た
る
法
律
の

作
り
方
も
含
め
て
、
統
治
の
た

め
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。

　

国
民
は
、
憲
法
の
枠
内
で
の

統
治
を
委
任
し
て
い
る
の
で
あ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
は

規
定
し
て
い
な
い
。

　

多
く
の
人
は
憲
法
が
「
法
律

の
親
分
」
の
よ
う
な
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
が
、
憲
法
と
法
律

と
で
は
名
宛
人
が
全
く
異
な

る
。
だ
か
ら
、
憲
法
を
守
る
べ

き
政
府
が
、
勝
手
に
憲
法
を
解

釈
す
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
国

民
が
法
律
を
勝
手
に
解
釈
し

て
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
こ
と
と

同
じ
だ
。

　

も
し
憲
法
に
統
治
に
と
っ
て

不
都
合
な
規
定
が
あ
る
の
な

ら
、
国
民
に
そ
の
こ
と
を
説
明

し
、
賛
成
し
て
も
ら
っ
て
、
そ

の
規
定
を
変
更
す
る
の
が
、
デ

ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
、
政
治
の
正
し

い
あ
り
方
だ
。

立
法
に
お
け
る

立
法
に
お
け
る

政
府
の
重
要
な
役
割

政
府
の
重
要
な
役
割

　

今
、
日
本
に
は
法
律
が
約
１

９
０
０
あ
る
。
そ
し
て
、
毎
年

百
数
十
本
の
法
律
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。
多
く
は
、
そ
れ
ま
で

の
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
、
新
法
は
20
〜
30
本
く
ら

い
だ
。

　

法
律
案
に
は
内
閣
が
提
出
す

る
も
の
と
議
員
が
提
出
す
る
も

の
と
が
あ
る
。
可
決
さ
れ
成
立

す
る
法
律
の
８
割
が
閣
法
、
つ

ま
り
政
府
が
提
出
し
た
法
律
案

で
あ
る
。
議
員
が
提
案
す
る
法

律
を
議
員
立
法
と
い
う
が
、
全

体
の
２
割
程
度
だ
。

　

さ
ら
に
、
中
身
に
つ
い
て
み

る
と
、
た
と
え
ば
社
会
保
障
制

度
に
関
す
る
法
律
や
税
法
の
よ

う
に
難
し
い
法
律
、
特
定
秘
密

保
護
法
の
よ
う
に
与
野
党
間
で

厳
し
い
意
見
の
対
立
が
あ
る
も

の
、
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
の
よ

う
に
憲
法
と
の
関
係
が
問
題
に

な
る
も
の
、
そ
う
し
た
い
わ
ば

中
身
の
濃
い
法
律
の
ほ
と
ん
ど

は
政
府
提
案
だ
。
国
会
が
立
法

府
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
政

府
が
立
法
過
程
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

政
府
の
法
律
案
を

政
府
の
法
律
案
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
内
閣
法
制
局

チ
ェ
ッ
ク
す
る
内
閣
法
制
局

　

さ
て
、
政
府
が
法
律
案
を
作

成
す
る
時
の
一
丁
目
一
番
地
が

憲
法
適
合
性
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

政
府
が
憲
法
の
各
条
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
だ
。
違
憲
・
無
効
の
法

律
が
続
出
し
た
の
で
は
、
社
会

が
大
混
乱
す
る
。
だ
か
ら
、
政

府
の
憲
法
解
釈
は
、
裁
判
所
の

憲
法
判
断
以
上
に
重
い
意
味
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
な
ど

を
担
っ
て
い
る
の
が
、
内
閣
法

制
局
だ
。

　

法
制
局
は
政
府
提
出
の
法
律

案
に
は
全
て
目
を
通
す
。
そ
し

て
、
憲
法
適
合
性
だ
け
で
な

く
、
法
律
の
趣
旨
が
全
う
さ
れ

て
い
る
か
、
他
の
法
律
と
矛
盾

し
な
い
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
い
る
。

　

法
律
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い

て
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
私
の

法
制
局
在
職
中
の
こ
と
だ
か
ら

少
し
古
い
話
に
な
る
が
、「
裁

判
員
裁
判
法
」
が
制
定
さ
れ

た
。
今
で
は
施
行
さ
れ
て
５
年

が
経
過
し
、
定
着
し
た
感
も
あ

る
が
、
憲
法
と
の
関
係
で
は
問

題
を
は
ら
ん
で
い
た
法
律
だ
。

　

問
題
に
な
っ
た
の
は
憲
法
第

32
条
や
第
37
条
と
の
関
係
だ
。

憲
法
第
32
条
に
は
「
何
人
も
、

裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け

る
権
利
を
奪
は
れ
な
い
」
と
、

第
37
条
に
は
「
す
べ
て
刑
事
事

件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、

公
平
な
裁
判
所
の
迅
速
な
公
開

裁
判
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
い
う
「
裁
判
所
」
が
神
戸
地

裁
な
ど
の
建
物
、
場
所
を
指
し

て
い
る
の
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
法
と
事

実
と
良
心
に
従
っ
て
適
正
・
公

正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
裁
判
官
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
法
廷
と
い
う
意
味
だ
。
そ
の

判
断
の
公
正
を
担
保
す
る
た
め

に
、
憲
法
は
さ
ま
ざ
ま
に
裁
判

官
の
身
分
を
保
障
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
憲
法
は
、
政
治
的
な

圧
力
に
屈
し
た
り
、
世
論
の
動

向
に
左
右
さ
れ
た
り
し
な
い
で

裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
し
か
し
、
裁
判
員

裁
判
と
は
裁
判
に
民
意
を
取
り

入
れ
る
仕
組
み
だ
か
ら
、
憲
法

が
全
く
予
定
し
て
い
な
い
も
の

だ
。
む
し
ろ
民
意
か
ら
独
立
し

て
行
う
の
が
憲
法
が
予
定
し
た

裁
判
だ
か
ら
、
矛
盾
し
て
い
る

と
も
い
え
る
。
こ
の
矛
盾
を
克

服
す
る
、
つ
ま
り
民
意
を
反
映

さ
せ
つ
つ
も
公
正
な
判
断
を
維

持
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
に
工

夫
を
し
た
の
が
現
在
の
裁
判
員

裁
判
の
制
度
な
の
だ
。

　

ま
た
、
行
政
が
憲
法
に
適
合

し
た
形
で
遂
行
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

も
法
制
局
の
大
き
な
役
割
だ
。

　

た
と
え
ば
１
９
８
５
年
に
当

時
の
中
曽
根
内
閣
が
「
戦
後
政

治
の
総
決
算
」
を
掲
げ
て
行
っ

た
靖
国
神
社
公
式
参
拝
。
そ
れ

ま
で
政
府
は
、
宗
教
施
設
で
あ

る
靖
国
神
社
に
国
務
大
臣
が
国

務
大
臣
と
し
て
参
拝
す
る
の

は
、
国
の
宗
教
活
動
に
当
た
る

お
そ
れ
が
な
い
と
は
い
え
な
い

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
公
式
参
拝

を
差
し
控
え
て
き
た
。

　

そ
こ
で
安
保
法
制
懇
と
同
じ

よ
う
に
総
理
の
私
的
諮
問
機
関

と
し
て
靖
国
問
題
懇
談
会
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
答
申
を
得
て
、

手
水
を
使
わ
な
い
、
社
殿
の
中

に
入
ら
ず
、
階
段
を
上
が
っ
た

と
こ
ろ
で
礼
だ
け
を
す
る
「
社

頭
一
礼
」
方
式
に
よ
る
正
式
参

拝
を
実
施
さ
れ
た
。
靖
国
神
社

が
戦
没
者
追
悼
の
中
心
的
施
設

で
あ
る
と
い
う
の
は
大
方
の
国

民
の
常
識
と
い
え
る
か
ら
、
こ

の
方
式
で
あ
れ
ば
、
宗
教
施
設

を
応
援
す
る
た
め
で
は
な
く
、

戦
没
者
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る

た
め
に
総
理
が
参
拝
し
て
い
る

と
評
価
し
て
も
ら
え
る
と
考
え

た
わ
け
だ
。

最
高
裁
が
違
憲
判
決
を

最
高
裁
が
違
憲
判
決
を

出
さ
な
い
理
由

出
さ
な
い
理
由

　

こ
の
公
式
参
拝
に
対
し
て

は
、
違
憲
訴
訟
も
起
こ
さ
れ

た
。
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
も

同
様
に
違
憲
訴
訟
が
起
こ
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
訴
訟

で
政
府
が
負
け
る
こ
と
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
事
件
性
が
な

い
か
ら
だ
。
裁
判
と
い
う
の

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
的
な
利

益
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
で

あ
る
。
法
律
用
語
で
「
訴
え
の

利
益
」
と
い
う
が
、
簡
単
に
言

え
ば
「
首
相
の
公
式
参
拝
や
自

衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
と
あ
な
た

の
利
害
と
何
の
関
係
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。
た
し
か
に
不

愉
快
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
行
為
に
よ
っ
て
原
告
の
法

的
な
利
益
が
害
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

も
う
一
つ
、
最
高
裁
は
別
の

理
由
で
合
憲
・
違
憲
の
判
断
を

行
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、「
統
治
行
為
論
」
と
い
う

も
の
で
、
た
と
え
ば
米
軍
の
駐

留
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
砂
川

事
件
で
は
、
こ
う
し
た
「
高
度

の
政
治
性
を
有
す
る
も
の
」
が

違
憲
か
ど
う
か
の
法
的
判
断

は
、
内
閣
や
国
会
の
政
治
的
な

判
断
と
不
可
分
で
あ
っ
て
、
裁

判
官
と
い
う
官
僚
集
団
が
つ
か

さ
ど
る
「
裁
判
所
の
司
法
審
査

権
の
範
囲
外
」
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
だ
。
恵
庭
事
件
や
長
沼

ナ
イ
キ
訴
訟
な
ど
、
自
衛
隊
の

合
憲
性
に
つ
い
て
も
過
去
に
何

度
か
争
わ
れ
た
が
、
最
高
裁
の

判
断
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
。

　

こ
う
し
た
制
約
か
ら
、
今

回
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
憲
法
適
合
性
を
最

高
裁
が
判
断
す
る
こ
と
は
望
み

薄
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
最
高
裁
に
よ
る

「
違
憲
審
査
」
に
は
判
断
が
事

後
的
に
な
る
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
昨
年
非
嫡
出

子
の
法
定
相
続
分
を
嫡
出
子
の

２
分
の
１
で
あ
る
と
定
め
た
民

法
第
９
０
０
条
４
号
を
違
憲
と

す
る
最
高
裁
の
判
断
が
示
さ
れ

た
が
、
こ
の
裁
判
の
対
象
と
な

っ
た
事
件
、
相
続
は
、
２
０
０

１
年
に
起
き
た
も
の
だ
。
そ
の

後
も
毎
年
、
日
本
全
国
で
は
お

そ
ら
く
何
百
件
も
、
相
続
人
に

嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
両
方
が

い
る
相
続
が
発
生
し
て
い
る
と

思
う
。
そ
れ
が
全
部
、
今
頃
に

な
っ
て
遺
産
分
割
の
や
り
直
し

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
大

混
乱
だ
。
そ
こ
で
最
高
裁
は
、

こ
れ
ま
で
平
和
裏
に
遺
産
分
割

を
終
え
て
い
る
相
続
に
つ
い
て

は
、
も
う
争
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
、
と
い
っ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
法
の
下
の
平
等

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

す
べ
て
の
法
律
は
、
憲
法
に

適
合
し
て
い
る
と
い
う
前
提
で

執
行
さ
れ
、
そ
の
上
に
社
会
的

な
事
実
が
積
み
上
が
っ
て
い

く
。
そ
の
法
律
の
規
定
が
い
っ

た
ん
違
憲
、
無
効
と
な
る
と
、

そ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
ら
れ
た

法
的
な
秩
序
が
根
底
か
ら
覆
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
社
会
に
大

き
な
混
乱
が
起
き
る
か
ら
、
最

高
裁
も
違
憲
判
決
を
出
す
こ
と

に
は
ど
う
し
て
も
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

　

や
は
り
立
法
段
階
で
の
憲
法

適
合
性
の
審
査
が
果
た
す
役

割
、
そ
し
て
そ
の
前
提
と
な
る

政
府
の
憲
法
解
釈
の
意
義
は
極

め
て
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

政
府
の
こ
れ
ま
で
の

政
府
の
こ
れ
ま
で
の

憲
法
第
９
条
の
解
釈

憲
法
第
９
条
の
解
釈

　

と
り
わ
け
憲
法
第
９
条
に
つ

い
て
は
、
政
府
の
解
釈
が
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
き
た
。
こ
れ

【さかた　まさひろ】1943年生まれ、和歌山県
出身。東京大学法学部卒業後、大蔵省へ入省。
81年内閣法制局第一部参事官に就任。その後、
大蔵省大臣官房参事官、内閣法制局第一部長、
内閣法制次長などを歴任し、2004年から内閣法
制局長官。06年退官し、弁護士登録。アンダー
ソン・毛利・友常法律事務所顧問就任

図　国法のヒエラルキー

つ
各
人
の
人
権
を
侵
害
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
人
権
の
侵
害
は
、
近
代
民

主
主
義
国
家
で
は
、
法
律
に
よ

っ
て
の
み
許
さ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
皆
さ
ん
は
医
師

だ
が
、
他
に
も
医
師
に
な
り
た

い
人
は
い
る
だ
ろ
う
。
国
民
に

これまでの憲法
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ま
で
の
国
会
で
の
憲
法
論
議
は

圧
倒
的
に
第
９
条
を
め
ぐ
る
も

の
が
多
く
、
政
府
の
第
９
条
の

解
釈
は
こ
う
し
た
国
会
で
の
議

論
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
い
わ

ば
長
年
に
わ
た
っ
て
風
雪
に
耐

え
な
が
ら
築
か
れ
て
き
た
も
の

と
い
え
よ
う
。「
あ
の
場
合
は

ど
う
だ
」「
こ
の
場
合
は
ど
う

な
る
」
と
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く

よ
う
な
議
論
を
経
て
き
た
も
の

で
あ
る
だ
け
に
、
第
９
条
に
関

す
る
政
府
解
釈
は
見
事
な
論
理

的
整
合
性
を
保
っ
て
い
る
と
思

う
。

　

今
回
の
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
は
、
そ
う
し

た
論
理
体
系
の
、
て
っ
ぺ
ん
を

変
え
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
し

か
し
、
そ
の
氷
山
の
水
面
下
に

は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ

た
体
系
が
あ
る
。
集
団
的
自
衛

権
を
容
認
す
る
と
な
れ
ば
、
こ

う
し
た
論
理
体
系
を
根
っ
こ
か

ら
再
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
。

　

今
、
集
団
的
自
衛
権
に
対
す

る
国
民
感
情
と
し
て
は
、「
集

団
的
自
衛
権
と
い
う
の
は
よ
く

分
か
ら
な
い
が
、
中
国
も
軍
事

力
を
増
し
て
い
て
、
北
朝
鮮
も

怖
い
。
日
本
も
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
」
と
い
う
も
の
だ
ろ

う
。

　

し
か
し
、「
憲
法
に
は
な
ん

と
書
い
て
あ
り
ま
す
か
」
と
聞

く
と
「
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
人
が
多
い
。

　

憲
法
第
９
条
１
項
は
「
日
本

国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調

と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希

求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争

と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久

に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」
と
い
う

も
の
だ
。
こ
れ
だ
け
で
十
分
に

「
平
和
主
義
」
が
う
た
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の

規
定
は
、
実
は
た
い
し
た
こ
と

は
な
い
。
こ
う
し
た
趣
旨
の
規

定
は
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン

を
は
じ
め
世
界
十
数
カ
国
の
憲

法
に
あ
る
。
そ
れ
に
１
９
２
８

年
に
パ
リ
で
締
結
さ
れ
、
翌
年

発
効
し
た
「
不
戦
条
約
」
に
も

同
様
の
趣
旨
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
条
約
は
、
第
１
次

世
界
大
戦
の
反
省
に
立
っ
て
、

再
び
戦
争
が
起
き
な
い
よ
う
に

列
強
諸
国
が
結
ん
だ
も
の
だ
。

そ
れ
で
も
第
２
次
世
界
大
戦
が

起
き
た
わ
け
だ
が
、
現
在
、
国

連
憲
章
の
第
２
条
第
３
項
、
第

４
項
に
も
同
じ
趣
旨
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。　

　

だ
か
ら
、
憲
法
第
９
条
第
１

項
は
世
界
標
準
だ
し
、
世
界
中

の
国
が
こ
の
不
戦
条
約
や
国
連

憲
章
を
守
っ
て
い
れ
ば
戦
争
は

起
こ
り
え
な
い
。
で
も
、
実
際

に
は
戦
争
は
起
こ
っ
て
い
る
。

な
ぜ
か
、
そ
れ
は
不
戦
条
約
や

国
連
憲
章
に
違
反
し
て
他
国
を

攻
撃
す
る
悪
い
国
が
あ
る
か

ら
、
そ
し
て
そ
う
し
た
国
か
ら

武
力
攻
撃
を
受
け
た
ら
、
そ
れ

に
対
抗
し
て
武
力
行
使
を
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

日
本
国
憲
法
が
独
特
な
の

は
、
第
１
項
だ
け
で
は
な
く
、

第
２
項
が
あ
る
こ
と
だ
。
第
２

項
で
は
「
前
項
の
目
的
を
達
す

る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の

戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な

い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を

認
め
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
い
う
交
戦
権
と
は
、

戦
争
を
す
る
権
利
の
こ
と
で
は

な
く
、
交
戦
当
事
国
に
戦
時
国

際
法
上
認
め
ら
れ
た
諸
権
利
を

総
称
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
敵
国
の
将
兵

を
殺
傷
す
る
こ
と
や
捕
虜
に
す

る
こ
と
、
作
戦
が
う
ま
く
い
っ

た
場
合
に
敵
国
の
領
土
を
占
領

し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
だ
。

　

個
別
的
自
衛
権
の
行
使
が
で

き
る
と
い
わ
れ
る
け
れ
ど
、
日

本
は
こ
の
交
戦
権
を
持
た
な
い

わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
た
と
え
ば
普
通
の
交

戦
国
で
あ
れ
ば
で
き
る
敵
国
の

占
領
な
ど
は
で
き
な
い
、
と
政

府
は
説
明
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
「
陸
海

空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ

を
保
持
し
な
い
」
と
い
う
規
定

の
意
味
だ
。
こ
れ
を
も
っ
て

「
日
本
は
非
武
装
だ
」
と
い
う

主
張
を
す
る
人
は
少
な
く
な
い

し
、
か
つ
て
は
憲
法
学
者
の
大

半
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

も
よ
い
。

　

そ
ん
な
中
で
、
政
府
は
自
衛

隊
が
な
ぜ
許
さ
れ
る
と
考
え
て

き
た
の
か
。
そ
の
理
屈
は
一
言

で
言
う
と
、
憲
法
は
第
９
条
だ

け
で
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

　

第
９
条
に
続
く
第
３
章
で
、

憲
法
は
、
言
論
出
版
の
自
由
、

居
住
移
転
の
自
由
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
の
保
障
を
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
財
産
権
も
保
障

し
て
い
る
。
つ
ま
り
憲
法
は
、

国
に
対
し
て
国
民
の
こ
れ
ら
の

権
利
を
守
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
わ
け
だ
が
、「
守
る
」
と
い

う
の
は
、
単
に
国
が
侵
さ
な
け

れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
侵
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
責
任

を
負
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
万
一
、
不
ら
ち
な
外

国
が
日
本
を
武
力
攻
撃
す
る
事

態
に
な
れ
ば
、
ど
う
す
る
の

か
。
こ
う
し
た
人
権
は
た
ち
ま

ち
危
機
に
瀕
す
る
が
、
そ
う
し

た
と
き
で
も
、
第
９
条
が
あ
る

か
ら
、
指
を
く
わ
え
て
見
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
良
い
の
だ
ろ

う
か
。

　

政
府
の
立
場
は
「
そ
れ
は
違

う
」
と
い
う
こ
と
だ
。
万
一
そ

う
し
た
事
態
に
な
っ
た
ら
、
外

国
の
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
こ

と
は
、
主
権
国
家
と
し
て
の
当

然
の
責
任
で
あ
る
し
、
そ
の
責

任
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
最

小
限
度
の
実
力
組
織
は
、
第
９

条
第
２
項
が
禁
止
す
る
「
戦

力
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
説
明

し
て
き
た
。
こ
の
必
要
最
小
限

度
の
実
力
組
織
が
自
衛
隊
な
の

だ
。集

団
的
自
衛
権
と
は

集
団
的
自
衛
権
と
は

　

60
年
間
、
こ
う
し
た
説
明
を

政
府
が
繰
り
返
し
て
き
た
結

果
、
今
で
は
自
衛
隊
は
違
憲
だ

と
主
張
す
る
人
は
少
な
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
政
府
の
理
屈
は

裏
返
せ
ば
、
外
国
が
攻
め
て
き

て
、
国
民
の
生
命
や
財
産
に
危

険
が
及
ん
だ
と
き
だ
け
、
自
衛

隊
が
実
力
行
使
を
で
き
る
と
い

う
こ
と
だ
。
そ
れ
以
外
の
場

合
、
日
本
が
攻
め
ら
れ
て
も
い

な
い
の
に
、
実
力
行
使
を
す
る

こ
と
は
、
当
然
許
さ
れ
な
い
。

そ
こ
が
、
外
国
の
軍
隊
、
つ
ま

り
「
戦
力
」
と
異
な
る
と
こ
ろ

だ
と
し
て
き
た
。

　

外
国
の
軍
隊
は
自
国
が
攻
撃

を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
実
力

行
使
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

そ
れ
が
集
団
的
自
衛
権
だ
。
国

際
法
上
は
「
自
国
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
外
国
へ
の
攻
撃
を
自

国
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
力
を
も
っ
て

阻
止
す
る
権
利
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
要
す
る
に
、
日
本
以

外
の
ど
こ
か
の
Ａ
国
と
Ｂ
国
が

戦
争
を
始
め
た
と
す
る
。
日
本

は
Ａ
国
と
密
接
な
関
係
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
Ｂ
国
か
ら
攻
撃

は
受
け
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

Ａ
国
を
応
援
す
る
た
め
に
一
緒

に
Ｂ
国
と
戦
う
こ
と
が
で
き
る

権
利
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ

ん
Ａ
国
は
、
Ｂ
国
か
ら
攻
撃
さ

れ
た
と
主
張
す
る
の
だ
ろ
う

が
、
一
般
に
戦
争
は
、
双
方
に

言
い
分
が
あ
り
、
ど
ち
ら
が
悪

い
と
断
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
の
方
が
少
な
い
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
権
利
が

認
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
国

連
憲
章
第
51
条
で
、「
こ
の
憲

章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際

連
合
加
盟
国
に
対
し
て
武
力
攻

撃
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
安

全
保
障
理
事
会
が
国
際
の
平
和

及
び
安
全
の
維
持
に
必
要
な
措

置
を
と
る
ま
で
の
間
、
個
別
的

又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権

利
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
根
拠
が

あ
る
。

　

つ
ま
り
、
武
力
攻
撃
が
発
生

し
た
場
合
は
、
安
保
理
が
必
要

な
措
置
を
と
る
が
、
そ
れ
ま
で

の
間
、
個
別
的
自
衛
権
と
集
団

的
自
衛
権
に
基
づ
い
て
武
力
行

使
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
も
外
国
か
ら
攻
撃
さ
れ
た

場
合
に
は
、
自
衛
の
た
め
の
実

力
行
使
が
で
き
る
が
、
こ
れ

は
、
こ
こ
で
い
う
個
別
的
自
衛

権
に
相
当
す
る
。
問
題
は
そ
れ

と
並
ん
で
、
集
団
的
自
衛
権
も

認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点

だ
。

　

そ
も
そ
も
、
不
戦
条
約
以

来
、
戦
争
は
違
法
だ
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
自
国
が
攻
撃
さ
れ

て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
武

力
行
使
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

集
団
的
自
衛
権
を
根
拠
に
す
る

他
な
い
。
逆
に
、
集
団
的
自
衛

権
と
言
え
ば
、
ど
ん
な
戦
争
に

も
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
と
い
う
語
感

か
ら
、
何
か
大
国
の
不
当
な
侵

略
に
対
し
て
、
弱
小
な
国
が
何

カ
国
か
集
ま
っ
て
対
抗
す
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

外
国
に
軍
隊
を
送
れ
る
国
は
、

大
国
し
か
な
い
。
現
実
に
集
団

的
自
衛
権
を
行
使
し
た
の
は
、

旧
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
諸
国
が
中
心
と
な
っ
た
も
の

ば
か
り
だ
。

　

集
団
的
自
衛
権
を
は
じ
め
て

発
動
し
た
の
は
、
１
９
５
６
年

の
旧
ソ
連
に
よ
る
チ
ェ
コ
侵
攻

だ
。
そ
の
後
も
、
旧
ソ
連
の
チ

ェ
コ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の

軍
事
侵
攻
は
全
て
集
団
的
自
衛

権
の
名
の
下
に
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
様
に
ア
メ
リ
カ

も
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
で
集
団

的
自
衛
権
を
発
動
し
て
い
る
。

国
連
憲
章
に
よ
れ
ば
、
本
来
そ

う
し
た
武
力
紛
争
が
発
生
し
た

場
合
、
安
保
理
が
ど
ち
ら
が
悪

い
の
か
を
判
断
し
、
必
要
な
措

置
を
執
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
安
保
理
の
常
任
理
事
国
で

あ
り
、
拒
否
権
を
持
つ
旧
ソ
連

や
ア
メ
リ
カ
が
自
国
の
戦
争
を

正
当
化
し
な
い
わ
け
が
な
い
。

結
局
、
こ
う
し
た
戦
争
に
際
し

て
は
、
国
連
は
最
後
ま
で
何
ら

の
措
置
も
と
れ
な
い
ま
ま
に
終

わ
っ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
韓
国
も
集
団
的

自
衛
権
を
根
拠
に
参
加
し
て
い

る
。
韓
国
は
延
べ
32
万
人
を
派

兵
し
、
４
千
人
以
上
も
の
犠
牲

者
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

自
衛
隊
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ト
ナ

ム
に
行
か
な
か
っ
た
し
、
自
衛

官
に
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ

ず
、
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
を

一
人
と
し
て
殺
し
て
い
な
い
。

こ
れ
は
第
９
条
の
下
で
集
団
的

自
衛
権
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
権
利
が
あ
る
の
に
使
え

「
権
利
が
あ
る
の
に
使
え

な
い
」は
お
か
し
く
な
い

な
い
」は
お
か
し
く
な
い

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に

関
す
る
議
論
で
は
、「
日
本
も

集
団
的
自
衛
権
を
保
有
し
て
い

る
の
に
、
使
え
な
い
と
い
う
解

釈
は
お
か
し
い
。
日
本
は
成
年

被
後
見
人
か
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
し
か
し
、
国
際
法
上
認

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け

で
、
行
使
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ

は
、
各
国
の
国
民
が
判
断
す
る

こ
と
だ
。
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
は
憲
法
で
永
世
中
立
を

定
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
外

国
と
日
米
安
保
条
約
の
よ
う
な

軍
事
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア

も
国
際
法
上
、
軍
事
同
盟
の
締

結
権
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

　

他
に
も
国
連
海
洋
条
約
と
い

う
条
約
が
あ
る
。
こ
の
条
約
で

は
、
沿
岸
国
は
い
ず
れ
も
12
海

里
の
範
囲
内
で
領
海
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
領
海
を
設
定
し

て
い
な
い
国
も
あ
る
し
、
12
海

里
で
は
な
く
３
海
里
と
し
て
い

る
国
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国

際
法
で
許
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
そ
れ
を
実
際
に
行
う
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
別
の

話
だ
。

　

日
本
は
先
の
大
戦
の
反
省
に

立
ち
、
国
民
が
「
政
府
の
行
為

に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が

起
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
を
決
意
」
し
て
、
憲
法
第

９
条
を
定
め
た
の
だ
か
ら
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
な

い
こ
と
は
何
も
お
か
し
な
こ
と

で
は
な
い
。

海
外
で
の
武
力
行
使
可
能
に

海
外
で
の
武
力
行
使
可
能
に

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
政
府
は
、

憲
法
第
９
条
の
下
で
の
自
衛
権

発
動
の
要
件
を
、「
わ
が
国
に

対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た

こ
と
」
と
し
て
き
た
。

　

そ
れ
が
、
今
回
の
閣
議
決
定

で
は
、
わ
が
国
に
対
す
る
武
力

攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に
限
ら

ず
、「
わ
が
国
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻

撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
わ

が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国

民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ

る
明
白
な
危
険
が
あ
る
」
場
合

に
も
武
力
の
行
使
が
で
き
る
こ

と
に
改
め
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
結
果
、
日
本
が
武
力
攻
撃
を

受
け
て
い
な
く
て
も
、
自
衛
隊

が
海
外
で
武
力
行
使
を
で
き
る

こ
と
に
な
る
。

　

大
き
な
問
題
は
、
他
国
に
対

す
る
武
力
攻
撃
に
よ
っ
て
わ
が

国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民

の
諸
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ

る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
場

合
な
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

総
理
や
外
務
大
臣
は
国
会

で
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
機
雷
封

鎖
さ
れ
た
り
、
米
国
の
艦
船
が

公
海
上
で
攻
撃
さ
れ
た
り
し
た

場
合
で
も
、
こ
の
要
件
に
当
て

は
ま
り
、
集
団
的
自
衛
権
が
行

使
で
き
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と

い
っ
た
答
弁
を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
だ
と
何
の
歯
止
め
に
も
な

ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
と

同
じ
こ
と
を
自
衛
隊
が
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
一

体
、
憲
法
第
９
条
は
何
な
の
か

と
な
る
。
多
く
の
国
民
は
、
日

本
は
平
和
主
義
の
国
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ
う
に
海
外

で
武
力
行
使
が
で
き
る
国
だ
と

は
思
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

政
治
の
王
道
を

政
治
の
王
道
を

踏
み
外
し
た
閣
議
決
定

踏
み
外
し
た
閣
議
決
定

　

何
よ
り
も
、
も
し
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
し
な
け
れ
ば
、

国
が
立
ち
ゆ
か
な
い
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
国
民

に
説
明
し
、
納
得
し
て
も
ら
っ

て
、
憲
法
第
９
条
の
改
正
を
す

る
の
が
政
治
の
王
道
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
法
制
局
の
解
釈

が
ま
ち
が
っ
て
い
た
な
ど
と
い

う
次
元
に
帰
す
る
話
で
は
な

い
。
ま
た
、
歴
代
の
自
民
党
政

権
の
「
軽
武
装
、
経
済
優
先
」

と
い
う
政
治
の
路
線
は
大
勢
と

し
て
決
し
て
間
違
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

そ
う
し
た
国
の
あ
り
方
を
変

え
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
憲

法
改
正
の
国
民
投
票
を
通
じ

て
、
国
民
に
賛
否
を
問
う
の
が

あ
る
べ
き
姿
だ
ろ
う
。
集
団
的

自
衛
権
を
行
使
し
て
武
力
行
使

に
及
べ
ば
、
自
衛
隊
員
が
犠
牲

に
な
る
こ
と
も
当
然
起
こ
り
得

る
。
そ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て

の
覚
悟
を
求
め
る
意
味
で
も
、

国
民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
確

か
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

で
は
、
今
後
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
私
は
、
政
府
に
な

ぜ
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は

許
さ
れ
な
い
と
し
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
政
府
の
憲
法
解
釈
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
厳
し

く
問
う
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
閣
議
決
定
で
は
、
日
本

を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が

変
化
し
た
と
し
て
、
大
量
破
壊

兵
器
の
拡
散
、
軍
事
技
術
の
発

達
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
変
化
な
ど
を
具
体
例

に
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と

と
日
本
が
他
国
間
の
戦
争
に
ク

ビ
を
突
っ
込
む
こ
と
の
必
要
性

と
が
ど
う
つ
な
が
る
の
か
。

　

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
と
密
接

に
関
係
す
る
が
、「
わ
が
国
の

存
立
を
脅
か
し
云
々
」
と
い
う

閣
議
決
定
の
文
言
が
、
い
っ
た

い
何
を
指
す
の
か
。
文
言
の
上

で
は
極
め
て
限
定
さ
れ
る
は
ず

の
こ
の
閣
議
決
定
に
基
づ
い

て
、
地
球
の
裏
側
に
ま
で
自
衛

隊
を
送
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
か
ど
う
か
、
来
年
行
わ

れ
る
一
連
の
安
全
保
障
法
制
の

整
備
の
過
程
で
、
し
っ
か
り
と

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

これまでの憲法これまでの憲法
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団体定期
生命保険 

過去６年平均の配当率は45％／最高5000万円の高額保障／配偶者1000万円のセッ
ト加入あり／いつでも増額･減額できます／面倒な医師による診査はありません

加入者数5000人を超えました加入者数5000人を超えました
死亡保険は安さが一番死亡保険は安さが一番！！

病気やケガの休業に備えて、
高い保険料を払っていませんか？

割安な掛金が満期まで上がりません／最長75歳まで、
730日の充実保障／掛け捨てではありません／弔慰・
高度障害給付あり／自宅療養、代診をおいても給付
／精神疾患も給付／所得補償保険との重複受給ＯＫ

月払１万～ 30万円・一時払（毎回）50万～ 2000万円

自在性が魅力! １口単位で解約、掛金中断、再
開可能／まとまった資金は「一時払」で上乗せ

医師・歯科医師の資産形成に最適

保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金
グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

（６）第１７７７号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１５年(平成２７年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

はじめに
　審美性が重要視される修復として、従
来から最も多く用いられてきたのは、陶
材焼付鋳造冠（メタルボンド）であろ
う。ところが、この方法には、金属によ
る光の不透過性や、金属アレルギーの不
安がつきまとっていた。
　1980年代から、高強度の各種セラミッ
クシステムの開発が盛んになった。2000
年以降は、材料の加工に使用するCAD／
CAMシステムが進歩しただけでなく、
従来のガラスセラミックスに加えてジル
コニアが応用されるようになり、セラミ
ックスを応用したメタルフリー修復が臨
床で数多く用いられるようになった。一
方、ガラスセラミックスに匹敵する物性
をもつ高強度のハイブリッドレジンを
CAD／CAMにより切削加工することに
より、破折しにくいクラウンを製作する
方法が開発された。このCAD／CAMレジ
ンクラウンが一部保険に収載されたこと
も、メタルフリー修復の普及に大きな役
割を果たしている。
　メタルフリー修復の最大の特徴は、光
の透過性や生体親和性に優れたセラミッ
クスやレジンのみを使用するので、天然
歯と同様の色調をもち歯周組織にも調和
した修復が行える点である。陶材焼付鋳
造冠の欠点であった歯頸部の金属色の露
出や不透明感などが現れず、アレルギー
の心配もない、その反面、材料の硬くて
脆いという性質から、クラウン・ブリッ
ジの破折や対合歯の過度の摩耗が生じる
可能性がある。

材料の選択
　CAD／CAMで最も使用頻度の高いセ
ラミックス材料は、ガラスセラミック
ス、ガラス浸潤セラミックス、酸化物セ
ラミックスの３種に大別される。ガラス
セラミックスは、天然歯に近い透過性を
もつが、強度や破壊靭性はそれほど大き
くない。そのため、強さよりも審美性が
重視される症例に適した材料であるとい
える。また、ガラスセラミックスは、メ
タルやセラミックスのフレーム上に使用
する前装材料としても使用される。
　これに対して、ガラス浸潤セラミック

スや酸化物セラミックスは、アルミナや
ジルコニアなどの結晶を多く含み、強度
や破壊靭性に優れた材料である。透過性
はあまりないので、クラウンやブリッジ
内層のフレーム材料として用いられる。
　実際の臨床では、このような特徴をよ
く理解し、症例に最も適した材料を選択
することが重要となる。生活歯の場合、
あるいは失活歯であってもレジンコアな
ど支台歯に変色がない場合は、透過性を
もつガラスセラミックスのオールセラミ
ッククラウンが有効である。ガラスセラ
ミックスのブロックを切削加工して製作
するクラウンは、比較的安価であるだけ
でなく、手作業で製作するものに比べ内
部欠陥が少ない。最近、臨床応用が増え
た高強度のハイブリッドレジンもガラス
セラミックスと同様に考えれば良い。
　一方、変色歯やメタルコアなど支台歯
に変色がある場合は、支台歯色調の影響
を受けにくいジルコニアフレームを使用
したクラウン・ブリッジが有効である。
ジルコニアフレームを使ったクラウン・
ブリッジでは、フレームの破折はほとん
どみられないが、前装部のチッピングが
多数報告されている。そこで、チッピン
グを防ぐために舌側や隣接面など、目立
たない部分にジルコニアフレームを露出
させて歯冠色陶材の補強とするサポート
形状が用いられる。

CAD／CAMクラウンの支台歯形態
　基本となる支台歯形態は、従来のオー
ルセラミッククラウンと同様である。ク
ラウンの厚みが、前歯臼歯ともに辺縁部
で0.8～1.2㎜、歯冠の中央部（軸面）で
1.0～1.5㎜、前歯切端部や臼歯咬合面部
で1.5～2.0㎜になるように形成する。フ
ィニッシュラインの形態（辺縁形態）
は、適合性や色調、強度を考慮して、ヘ
ビーシャンファーあるいはラウンデッド
ショルダーを用いる。支台歯のテーパー
は、あまり小さいと浮き上がりが生じ、
大きすぎるとリテンションが低下するこ
とから、５～15°程度が推奨されてい
る。
　ジルコニアほど強度や靭性が高くない
ガラスセラミックスや保険適用のハイブ
リッドレジンのブロックを使用してクラ

新世代のCAD／CAMと
メタルフリー修復

ウンを切削加工する場合は、
クラウンの厚みが不足すると
破折の危険性が高くなる。こ
のような高強度フレームを使
用しないクラウンでは、対合
歯との適切なクリアランス
（約２㎜）を確保することが
重要となる。ところが、削除
量が極端に多くなり支台歯が
小さくなると、支台歯の剛性
低下や支台歯によるサポート
が不足することで、ガラスセ
ラミックスやレジンのクラウ
ンは破折や脱離しやすくな
る。
　最近では、半透明のジルコ
ニアブロックを用いることに
より、ベニア陶材なしに、ジ
ルコニアだけでクラウン・ブ
リッジ（フルカントゥアジル
コニア）を製作することがで
きるようになった。臼歯部で
歯冠色が必要なクラウン・ブ
リッジ症例で、対合歯との十

ブリッドレジンは、日本では2009年から
先進医療に、海外でも数年前から臨床で
応用されてきた。このCAD／CAM用ハイ
ブリッドレジンは、クラウン用のガラス
セラミックスよりも強度や靭性が高く、
破折に対する信頼性が向上している（表
１）。また、微細なフィラーを高密度に
含有しており快削性や研磨性に優れる反
面、レジンの重合度が高く接着には注意
が必要である。
　CAD／CAMハイブリッドレジン冠を
臨床応用するのには重要な三つの要素が
ある。すなわち、症例の選択、適切な形
成、確実な接着の３要素である。症例の
選択基準として、クリアランスが確保で
きる、ピンやグルーブを使用しない、過
大な咬合圧を受けないといった点があげ
られる（表２）。形成における注意点は
前述の通りである。さらに、重合度を高
めたレジンは、ガラスセラミックスより
も接着しにくい材料であることから、合
着には接着性レジンセメントの使用に加
えて、クラウン内面のサンドブラスト処
理、試適後の内面清掃とシランカップリ
ング剤による処理が必要である。
　適切な症例を選択し、形成、接着を的
確に行えば、CAD／CAMハイブリッドレ
ジンクラウンは、歯冠色の補綴を希望す
る患者にとって極めて有効な手段となる
であろう。

表１　CAD／CAMハイブリッドレジンの特長

表２　保険適用CAD／CAM冠の適応症と禁忌症

適応症
　•全部被覆冠の適応症
　•小臼歯の単冠症例
禁忌症
　•咬合面クリアランス不足
　•過少な支台歯高径
　•歯ぎしり
準禁忌症（適応を控えるべき）
　•鉤歯
　•最後臼歯（後方歯欠損）
　•高度な審美性の要望

大阪大学大学院歯学研究科　顎口腔機能再建学講座
クラウンブリッジ補綴学分野　　　　　　　　　　 中村　隆志先生講演

分なクリアランスが確保できない場合に
は、特に有効である。

CAD／CAMを考慮にいれた形成とは
　CAD／CAMシステムでクラウンやブ
リッジを製作する場合は、支台歯形成は
計測しやすい形態、加工しやすい形態を
意識して行う必要がある。計測しやすい
支台歯とは、歯冠部は滑沢かつ単純で丸
みをおびた形態で、辺縁部は円滑で明確
なフィニッシュラインをもつ支台歯であ
るといえる。逆に、計測しにくい支台歯
とは、表面に凹凸がある、テーパー不
足、鋭角な部分がある、フィニッシュラ
インが不明瞭といった問題点をもつ支台
歯である。他に、遊離エナメルが残存す
るジャンピングマージンや、グルーブや
ピンが形成された支台歯は計測困難であ
る。
　一方、ミリングマシンで仕上げの切削
に用いる工具は先端の直径が約1.0㎜前
後のものが一般的であり、前歯の切縁や
臼歯の咬合面隅角部が工具の直径よりも
鋭利であると切削できない。ミリングで
切削加工する場合、支台歯自体が滑沢で
丸みを帯びていること、連続した明確な
フィニッシュラインをもつことが求めら
れる。

CAD／CAMハイブリッドレジンクラウン
　CAD／CAMクラウン用の高強度ハイ

•強度や靭性に優れる
　（ガラスセラミックスをしのぐ）
•微小フィラーを60％以上含有
•象牙質に近い弾性率
•２種の透過性（Low、High）
•研磨性に優れる
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